
 

○路盤・アスファルト舗装 

 

                                                                   道路課 

                                                                   都市計画課 

                                                                   令和 2 年 6 月 16 日 

 

１．車道舗装について 

 

舗装計画交通量(台/日・方向) 

 

塑性変形輪数の適用 

 

表  層 

 

基  層 

    Ｔ＜  100(旧Ｌ交通) 

 100≦Ｔ＜ 250(旧Ａ交通) 

 しない 

 

 

密粒度ＡＣ２０ＦＡ(再生材入り)施工厚５cm以上 

密粒度ＡＣ２０ＦＡ(改質材入り)施工厚５cm以上の滑り止め部 

密粒度ＡＣ１３ＦＡ(再生材入り)施工厚５cm未満 

 

 

 

 250≦Ｔ＜1,000(旧Ｂ交通) 

1,000≦Ｔ＜3,000(旧Ｃ交通) 

 

  する 

（１，５００回／ｍｍ） 

密粒度ＡＣ２０ＦＨ(改質材入り)施工厚５cm以上 

 

 

粗粒度ＡＣ２０（再生材入り） 

 

 

注 １．旧Ｌ、旧Ａ、旧Ｂ交通における上層路盤は、原則として粒調砕石（Ｍ－４０）とする。た 

だし、粒調砕石厚が 10cm の場合（Ｍ－３０）を使用することを原則とする。 

    ２．旧Ｃ交通における上層路盤は、アスファルト安定処理（２５）と粒調砕石（Ｍ－４０）と   

する。ただし、粒調砕石が 10cm の場合（Ｍ－３０）を使用することを原則とする。 

  ３．下層路盤は、原則として再生クラッシャーラン（ＲＣ－４０）とする。ただし路盤厚が 10cm   

の場合（Ｃ－３０）を使用することを原則とする。 

    ４．再生材の使用については、「舗装再生便覧 H22.11」によるものとする。 

    ５．滑り止め舗装は、合成勾配６％以上の箇所に、必要に応じて用いるものとする。 
 

２．歩道舗装について 
（１） 表層に使用する合材の種類 
  ①標高＜概ね 100m、かつ都市部（市街化区域、用途地域、人家連たん部等） 
    透水性舗装（開粒度アスコン(13)）とする。ただし、橋梁、トンネル、歩道消雪部を除く。  
        なお、透水効果保持のため、プライムコートは施工しないこと。     
  ②標高＞概ね 100m、または地方部 
    加熱アスファルト舗装（再生密粒度アスコン(13)）とする。        
（２）横断勾配 
  ①透水性舗装       1%とする。 
  ②加熱アスファルト舗装  2%とする。 
（３）舗装構成 
  ①一般部  表層 3cm、路盤(RC-40)10cm とする。 
  ②乗入部  表層 4cm、路盤(RC-40)15cm とする（主に大型車が出入りする箇所は別途検討）。 
         ※大型車：道路構造令第 4 条に規定される普通自動車及びセミトレーラ連結車 
（４）現場密度（管理基準） 
  ①表層  基準密度の 94%以上とする。 
  ②路盤  最大乾燥密度の 93%以上とする。 
 ※（１）～（４）によりがたい場合は、現場条件を十分考慮し、別途決定すること。 
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３．その他の舗装について 
 
使用箇所 

 
使用合材種類 

 
路盤材 

 
表層処理 

 
細粒度AC5F 

 
 

 
アスカーブ 
 

 
細粒度AC13F 
 

 
 
 

 

４．路肩舗装について 

  機械施工、人力施工とも区分せず車道舗装扱いとする。 

 

５．その他（舗装の性能指標との適合） 

  舗装の性能指標は、原則として車道および側帯の舗装の新設、改築、大規模な修繕(200m 以上 

の全層打ち換え)に適用するものである。 

   必須の性能指標とは疲労破壊輪数、塑性変形輪数、平たん性※（ただし、路肩やバス停は除く） 

の３項目である。 

    なお、疲労破壊輪数及び塑性変形輪数については、ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物事前審査会において、確認さ 

れた合材を使用する場合においてはその規定を満足している。 

    また、平たん性については、通常の出来形管理時に行うｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工（表層工）の管理基準値 

を満たせばその規定を満足する。 
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様式－840 令和　５年　５月２９日

富山県　土木部 建設技術企画課
殿

アスファルト混合物事前審査委員会
委員長 渡辺 隆幸 印

標記について、令和　５年　５月２９日付けで下記のとおり『認定』したので通知します。

１．審査結果総括表 別紙－１

２．審査結果判定表 別紙－２

３．事前審査委員会による審査日 令和　５年　５月２９日

４．委員長専決行為による決済日 令和　　年　　月　　日

５．認定該当混合所数 新潟県 ３１ 混合所

富山県 １２ 混合所

石川県 １２ 混合所

合　計 ５５ 混合所

ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 認 定 通 知 書

記

 
4 - 1 - 3



　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
1
／

2

様
式

－
８

５
０

 
（

別
紙

－
１

）

 
（

上
層

路
盤

基
　
層

表
面

処
理

ｱ
ｽ
ｶ
ｰ
ﾌ
ﾞ

歩
道

等

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪
⑫

⑬
⑭

⑮

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

粗
粒
度

密
粒
度

密
粒
度

密
粒
度

密
粒
度

密
粒
度

密
粒
度

密
粒

度
密

粒
度

密
粒

度
密

粒
度

細
粒

度
細

粒
度

開
粒

度

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

混
合
物

混
合
物

混
合
物

混
合
物

混
合
物

混
合
物

混
合
物

混
合

物
混

合
物

混
合

物
混

合
物

混
合

物
混

合
物

混
合

物

(
2
5
)

(
2
0
)

(
2
0
F
)
A

(
2
0
F
)
A

(
新
2
0
F
H
)

(
新
2
0
F
H
)

(
新
2
0
F
H
)

(
1
3
)

(
1
3
F
)
A

(
1
3
F
)
A

(
1
3
F
H
)

(
1
3
F
H
)

(
5
F
)

(
1
3
F
)

(
1
3
)

○
再

生
3
0
%

○
再
生
3
0
%

○
再
生
3
0
%

○
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生
3
0
%

●
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生

3
0
%

○
再

生
3
0
%

○
Ⅱ

型
プ

レ
●

Ⅱ
型

プ
レ

○
ス

ト
ア

ス
○

再
生

5
%

○
ス

ト
ア

ス

○
再
生
5
%

●
Ⅱ
型
プ
レ

○
再

生
5
%

○
再

生
1
5
%

○
再
生
3
0
%

○
再
生
5
%

○
再
生
5
%

●
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生

3
0
%

○
再

生
5
%

●
Ⅱ

型
プ

レ
○

ス
ト

ア
ス

○
再

生
1
0
%

○
再
生
3
0
%

●
Ⅱ
型
プ
レ

○
再

生
3
0
%

○
再

生
1
0
%

○
再
生
1
0
%

○
再
生
1
0
%

○
Ⅰ
型
プ
ラ

○
再
生
1
0
%

●
Ⅱ
型
プ
ラ

○
再
生

1
0
%

○
再

生
1
0
%

●
Ⅱ

型
プ

ラ
○

ス
ト

ア
ス

○
再

生
1
0
%

○
ス

ト
ア

ス

●
Ⅱ
型
プ
ラ

○
再

生
2
0
%

○
再
生
2
0
%

○
再
生
1
5
%

○
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生
1
5
%

●
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生
1
5
%

○
再

生
1
5
%

○
Ⅱ

型
プ

レ
●

Ⅱ
型

プ
レ

○
ス

ト
ア

ス
○

再
生

1
5
%

○
ス

ト
ア

ス

○
再

生
5
0
%

○
再
生
1
5
%

○
再
生
1
0
%

○
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生
5
0
%

●
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生
1
0
%

○
再

生
1
0
%

○
Ⅱ

型
プ

レ
●

Ⅱ
型

プ
レ

○
ス

ト
ア

ス
○

再
生

1
5
%

○
ス

ト
ア

ス

○
再
生
5
0
%

○
再
生
5
0
%

○
再
生

5
0
%

○
再

生
5
0
%

○
再

生
3
0
%

○
再
生
3
0
%

○
再
生
3
0
%

○
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生
3
0
%

●
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生

3
0
%

○
再

生
3
0
%

○
Ⅱ

型
プ

レ
●

Ⅱ
型

プ
レ

○
ス

ト
ア

ス
○

再
生

3
0
%

○
ス

ト
ア

ス

○
再

生
5
0
%

○
再
生
5
0
%

○
再

生
5
0
%

○
再

生
3
0
%

○
再
生
3
0
%

○
再
生
1
0
%

○
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生
3
0
%

●
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生

3
0
%

○
再

生
1
0
%

○
Ⅱ

型
プ

レ
●

Ⅱ
型

プ
レ

○
ス

ト
ア

ス
○

再
生

1
0
%

○
ス

ト
ア

ス

○
再
生
3
0
%

○
再

生
3
0
%

○
再

生
1
0
%

○
再
生
1
0
%

○
再
生
1
0
%

○
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生
1
0
%

●
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生

1
0
%

○
再

生
1
0
%

○
Ⅱ

型
プ

レ
●

Ⅱ
型

プ
レ

○
ス

ト
ア

ス
○

再
生

1
0
%

○
ス

ト
ア

ス

○
再

生
3
0
%

○
再
生
3
0
%

○
再
生
3
0
%

○
再
生
3
0
%

●
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生
3
0
%

○
再

生
3
0
%

○
再

生
5
0
%

○
再
生
4
0
%

○
再
生
5
0
%

○
再
生
5
0
%

○
再

生
5
0
%

○
再

生
2
0
%

○
再
生
2
0
%

○
再
生
1
0
%

○
再
生
1
0
%

●
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生
1
0
%

○
再

生
1
0
%

○
Ⅱ

型
プ

レ
○

ス
ト

ア
ス

○
再

生
2
0
%

○
ス

ト
ア

ス

○
再

生
5
0
%

○
再
生
1
0
%

○
再
生
1
0
%

○
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生
5
0
%

●
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生
1
0
%

○
再

生
1
0
%

○
Ⅱ

型
プ

レ
●

Ⅱ
型

プ
レ

○
ス

ト
ア

ス
○

再
生

1
0
%

○
ス

ト
ア

ス

○
再
生
5
0
%

○
再
生
5
0
%

○
再
生

5
0
%

○
再

生
5
0
%

T
0
2

石
黒
工

建
株
式
会
社

小
矢
部

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
工
場

小
矢
部

市
芹
川
6
0
2
9
-
1

T
0
3

協
和
ア

ス
コ
ン
株
式
会
社

協
和
ア

ス
コ
ン
合
材
工
場

高
岡
市

出
来
田
7
0
番
地

T
1
6

日
本
海

ア
ス
コ
ン
株
式
会
社

日
本
海

ア
ス
コ
ン

魚
津
市

三
ヶ
砂
田
1
5
0
0

T
1
7

日
本
道

路
株
式
会
社
北
信
越
支
店

富
山
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
セ
ン
タ

ー

射
水
市

西
高
木
1
2
1
2

T
1
2

と
な
み

野
ア
ス
コ
ン
株
式
会
社

と
な
み

野
ア
ス
コ
ン

南
砺
市

上
川
崎
1
6
7
3
番
地
1

T
1
4

前
田
･
世
紀
東
急
･
朝
日
･
鹿
島
共

同
企

業
体

ほ
く
り

く
エ
コ
ン

富
山
市

黒
瀬
2
0
3

T
0
5

株
式
会

社
氷
見
ア
ス
コ
ン

氷
見
ア

ス
コ
ン

氷
見
市

上
田
子
1
1
8
番
地

T
0
9

高
岡
ア

ス
コ
ン
㈱
庄
川
ア
ス
コ
ン

㈱
共

同
企

業
体

高
岡
ア

ス
コ
ン
合
材
セ
ン
タ
ー

高
岡
市

西
広
上
5
0

T
0
1

株
式
会

社
佐
藤
渡
辺
北
陸
支
店

北
陸
合

材
工
場

富
山
市

婦
中
町
上
轡
田
8
2

T
0
4

株
式
会

社
ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
み
や

の

ク
リ
ー

ン
ロ
ー
ド
み
や
の

黒
部
市

宮
野
6
8
6
-
1

富
山

県
）

審
　

査
　

結
　

果
　

総
　

括
　

表
令

和
 
5
 
年

 
5
 
月

 
2
9
 
日

N
o
.

会
社

名
 
/
 
混

合
所

名

混
 
合

 
所

 
所

 
在

 
地

混
　

　
　

　
　

合
　

　
　

　
　

物
　

　
　

　
　

名
表
　
　
　
層

安
定

処
理

注
)
 
プ
ラ
：
プ
ラ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
　
　
○
：
認
定
混
合
物
　
　
●
：
認
定
混
合
物
（
塑
性
変
形
輪
数
含
む
）

　
　
プ
レ
：
プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
　
　
　
　
□
：
調
査
中
　
　
　
　
■
：
調
査
中
　
　
（
　
　
　
 
〃
 
　
　
　
）

　
　
％
　
：
再
生
骨
材
混
入
率
　
　
　
△
：
不
適
格
　
　
　
　
▲
：
不
適
格
　
　
（
　
　
　
 
〃
 
　
　
　
）

-
 3

6
 -

認
定

の
有

効
期

間
　

自
：

令
和

 
5
年

 
6
月

 
1
日

至
：

令
和

 
6
年

 
5
月

3
1
日

 
4 - 1 - 4



　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
2
／

2

様
式

－
８

５
０

 
（

別
紙

－
１

）

 
（

上
層

路
盤

基
　
層

表
面

処
理

ｱ
ｽ
ｶ
ｰ
ﾌ
ﾞ

歩
道

等

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪
⑫

⑬
⑭

⑮

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

粗
粒
度

密
粒
度

密
粒
度

密
粒
度

密
粒
度

密
粒
度

密
粒
度

密
粒

度
密

粒
度

密
粒

度
密

粒
度

細
粒

度
細

粒
度

開
粒

度

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ

混
合
物

混
合
物

混
合
物

混
合
物

混
合
物

混
合
物

混
合
物

混
合

物
混

合
物

混
合

物
混

合
物

混
合

物
混

合
物

混
合

物

(
2
5
)

(
2
0
)

(
2
0
F
)
A

(
2
0
F
)
A

(
新
2
0
F
H
)

(
新
2
0
F
H
)

(
新
2
0
F
H
)

(
1
3
)

(
1
3
F
)
A

(
1
3
F
)
A

(
1
3
F
H
)

(
1
3
F
H
)

(
5
F
)

(
1
3
F
)

(
1
3
)

富
山

県
）

審
　

査
　

結
　

果
　

総
　

括
　

表
令

和
 
5
 
年

 
5
 
月

 
2
9
 
日

N
o
.

会
社

名
 
/
 
混

合
所

名

混
 
合

 
所

 
所

 
在

 
地

混
　

　
　

　
　

合
　

　
　

　
　

物
　

　
　

　
　

名
表
　
　
　
層

安
定

処
理

○
再

生
3
0
%

○
再
生
3
0
%

○
再
生
3
0
%

○
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生
3
0
%

●
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生
3
0
%

○
再

生
3
0
%

○
Ⅱ

型
プ

レ
●

Ⅱ
型

プ
レ

○
ス

ト
ア

ス
○

再
生

3
0
%

○
ス

ト
ア

ス

○
再

生
5
0
%

○
再
生
5
0
%

○
再
生
5
0
%

○
再

生
2
0
%

○
再
生
2
0
%

○
再
生
1
0
%

○
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生
1
0
%

●
Ⅱ
型
プ
レ

○
再
生
1
0
%

○
再

生
1
0
%

○
Ⅱ

型
プ

レ
●

Ⅱ
型

プ
レ

○
ス

ト
ア

ス
○

再
生

1
0
%

○
ス

ト
ア

ス

○
再
生
3
0
%

●
Ⅱ
型
プ
レ

○
再

生
3
0
%

T
1
8

富
舗
建

設
株
式
会
社

立
山
合

材
工
場

中
新
川

郡
立
山
町
利
田
3
0
8

T
2
2

北
陸
ア

ス
コ
ン
株
式
会
社

北
陸
ア

ス
コ
ン

富
山
市

宮
成
4
4
4
番
地

注
)
 
プ
ラ
：
プ
ラ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
　
　
○
：
認
定
混
合
物
　
　
●
：
認
定
混
合
物
（
塑
性
変
形
輪
数
含
む
）

　
　
プ
レ
：
プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
　
　
　
　
□
：
調
査
中
　
　
　
　
■
：
調
査
中
　
　
（
　
　
　
 
〃
 
　
　
　
）

　
　
％
　
：
再
生
骨
材
混
入
率
　
　
　
△
：
不
適
格
　
　
　
　
▲
：
不
適
格
　
　
（
　
　
　
 
〃
 
　
　
　
）

-
 3

7
 -

認
定

の
有

効
期

間
　

自
：

令
和

 
5
年

 
6
月

 
1
日

至
：

令
和

 
6
年

 
5
月

3
1
日

 
4 - 1 - 5



 

 

 

 

 
 

 
4 - 1 - 6



  

 

2
10

3
20

3
25

4
5

6
1

5
31

1

       

32 14 13
3

59

 

 

 
4 - 1 - 7



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 2020 12  

 
4 - 1 - 8



建 技 第 4 8 6 号  

令和５年２月 20 日  

 

 

 

部内各所属長 殿 

 

 

       建設技術 企画課 長  

    

 

 

 

小規模アスファルト舗装工の施工単価の改定について（通知） 

 

 

このことについて、下記のとおり改定したので通知します。 

 

 

記 

 

 

１ 改 定 内 容   別紙 

 

２ 単価適用日   令和５年４月１日以降に作成する設計書に適用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務担当 技術指導係） 

 
4 - 1 - 9



別紙

○小規模アスファルト舗装工の施工単価

適用条件

①１箇所あたりの施工面積が100m2未満の場合に適用する単価です。

②２層（表層＋基層等）仕上げの場合は、２層それぞれの施工面積を合計し、１箇所の面積とみなします。

③砂散布の有無は問いません。

④適用工種は限定しませんが、路面維持管理委託業務には適用しないものとします。

仕様(一層当り） コード 施工規模
施工費（材料費、機械
運搬費含まず）　（円）

材料費（アスファルト混合
物＋瀝青材）　（円）

計

アスファルト舗装工
（一層） ｔ≦7cm

TA001 ０㎡＜Ａ＜10㎡ 見積り 材料費(㎡当たり）×面積

アスファルト舗装工
（一層） ｔ≦7cm

TA002 10㎡≦Ａ＜30㎡ 見積り 材料費(㎡当たり）×面積

アスファルト舗装工
（一層） ｔ≦7cm

TA003 30㎡≦Ａ＜50㎡ 見積り 材料費(㎡当たり）×面積

アスファルト舗装工
（一層） ｔ≦7cm

TA004 50㎡≦Ａ＜100㎡ 見積り 材料費(㎡当たり）×面積

仕様(一層当り） コード 施工規模
施工費（材料費、機械
運搬費含まず）　（円）

材料費（アスファルト混合
物＋瀝青材）　（円）

計

アスファルト舗装工
（一層） ｔ≦7cm

TA001 ０㎡＜Ａ＜10㎡ 54,000 材料費(㎡当たり）×面積

アスファルト舗装工
（一層） ｔ≦7cm

TA002 10㎡≦Ａ＜30㎡ 110,000 材料費(㎡当たり）×面積

アスファルト舗装工
（一層） ｔ≦7cm

TA003 30㎡≦Ａ＜50㎡ 150,000 材料費(㎡当たり）×面積

アスファルト舗装工
（一層） ｔ≦7cm

TA004 50㎡≦Ａ＜100㎡ 182,000 材料費(㎡当たり）×面積

R５年度採用単価

　（１箇所あたりの施工面積（A)とは、施工箇所の間隔がおよそ50m以内の範囲の施工面積を合計したものとします。
また、施工間隔が50m以上離れている場合は、それぞれ別箇所として取扱います。）
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H28.1改定
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